
東本庄村庄屋の梅谷七右衛門清政は、豊かではなかった
村を新田開発により救いました。清政が遺した『愚胸記』
(『當家立身巻』)には、江戸時代中期の村や生活の様子、
地域の神社や寺を建て直したことが記されています。

ジョセフ・ヒコ(浜田彦蔵)は古宮に生まれ、
日本で最初の新聞「新聞誌」を発行し、新聞
の父と呼ばれています。

播磨町 町制施行60周年記念

場所：播磨大中古代の村（大中遺跡公園）

時がたっても変わらない 輝く思いでもう一度

考古博物館前から特設ステージまでの古代衣装の行列、
ジャンボ舞ぎりによる火起しの儀は必見！

「大中遺跡」

丹波焼誕生 -はじまりの謎を探る-

新型コロナウイルス感染症対策のお願い　◆会場内では、マスクの着用、3密の回避にご協力ください。　◆イベント当日に風邪などの諸症状がある場合は参加をご遠慮ください。
◆こまめな手洗い・手指消毒にご協力お願いします。　◆会場内の飲食は水分補給のみとします。　※新型コロナウイルス感染症拡大の状況によっては、開催を中止する場合があります。
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古代ダンスⅠ
（ダンシングチーム KIRARA）

岡部 祐希　民謡
（播磨町ふるさとPR大使　岡部 祐希）

古代ダンスⅡ
（ピピング）

あわたーず プレステージ
（あわたーず）

古代ダンスⅢ
（キッズダンスBE-YU）

播磨中・播磨南中合同 吹奏楽オン・ステージ
（播磨中学校・播磨南中学校吹奏楽部）

あわたーずオン・ステージ
（あわたーず）
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令和4年度 第30回大中遺跡まつり プログラム

県内外の博物館
等

多くの施設が出
展

(裏面参照)

当日
観覧無料

観覧無料 大中遺跡の祈りとくらし-60年目の新発見-
播磨町郷土資料館 特別展

兵庫県立考古博物館 秋季特別展

～ The ＆  anniversary ～

会場の大中遺跡は昭和37(1962)年、中学生によって
発見された弥生時代後期（約1800年前）の遺跡です。
昭和49(1974)年には、播磨大中古代の村が開園し、
竪穴住居なども整備され憩いの場となっています。

国指定史跡 とは令和4年

10:00～15:00

11月5日

大中遺跡
発見
60周年

ジョセフ・ヒコ

梅谷七右衛門清政

江戸時代の初め、「新井(用水路)」開削に力を尽くした人物
です。古宮組の大庄屋だった傳兵衛は、干ばつに苦しむ農民
をみて加古川大堰(加古川市八幡町西条)から播磨町の古
宮大池までの約14ｋｍの農地へ水を送る水路をわずか1年
余りで開通させました。その結果、ほとんど日照りの被害が
なくなりました。
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播磨町は今年町制施行60周年を
むかえました。郷土の偉人を紹介します。
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